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平面上の半径 1の円 C の中心 O から距離 4だけ離れた点 L をとる．点 L を通る

円 C の 2本の接線を考え，この 2本の接線と円 C の接点をそれぞれ M，N とする．

以下の問いに答えよ．

(1) 三角形 LMN の面積を求めよ．

(2) 三角形 LMN の内接円の半径 r と，三角形 LMN の外接円の半径 R をそれぞれ

求めよ．
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【答】

(1)
15

√
15

16

(2) r = 3
4
，R = 2

【解答】

(1) ∠OML = ∠ONL = 90◦ であり，

O L

M

N

H 4
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••

△OML ≡ △ONLである．三平方の定理より

ML = NL =
√

42 − 12 =
√
15

であり，∠OLM = αとおくと

cosα = ML
OL

=

√
15
4

,

sinα = OM
OL

= 1
4

である．線分 OLと線分MNの交点を Hとおくと

(△LMNの面積) = 2△LMH = 2× 1
2
LH ·MH

= MLcosα ·MLsinα
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√
15)2 ·

√
15
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……（答）

である．

• 次のようにして面積を求めてもよい．

(△LMNの面積) = 1
2
LM · LN sin 2α

= LM2 sinα cosα (∵ LN＝ LM)

= (
√
15)2 · 1

4
·
√
15
4

=
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√
15

16

(2) △LMNの面積を内接円の半径 r を用いて表すと

(△LMNの面積) = 1
2
r(ML + NL +MN)

であるから
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∴ r = 15
16

· 4
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= 3
4

……（答）
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である．また，△LMNの外接円の半径 Rは正弦定理より

R = 1
2

· MN
sin 2α

= 1
2

·

√
15
2

2 ·
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= 2 ……（答）

である

• ∠OML = ∠ONL = 90◦ より，四角形 OMLNは OLを直径とする円に内接するから，
△LMNの外接円は OLを直径とする円である．
よって，△LMNの外接円の半径 Rは

OL
2

= 2

である．


